
「いちのせき市民フェスタ」内の企

画として平成26年より開催している

「いちのせき市民モデルコレクション

（通称：イチコレ）」ですが、今年はコロ

ナ禍におけるリスク回避の一環として、

市民フェスタとは別日程で開催する

こととしました。開催予定日は以下の

通りで、その他の詳細は確定し次第、

チラシやホームページ等でお知らせ

します。

ideaideaideaideaニュースレター「イデア」

2021.７
ＮＰＯ・地域・企業・行政の情報発信により、

「アイデア」 と 「であい」 の機会を創ります。
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おしらせ

まちの写真展 スタッフがまちの１コマを切り取ります。

作品名 「ヤマメ？ニジマス？」
旧町村別の人口動態等を共有します。
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一関藤沢市民劇場実行委員会では、

2022年２月に開催予定の「第23回 一関

藤沢市民劇場」の原作・脚本を募集して

います。一関藤沢市民劇場は、一関市

藤沢町内に伝わる史実や物語を題材に

キャストやスタッフ等の全てを地域住民が

担う手づくりの演劇です。応募条件や応

募方法等は下記までお問合せください。

NPO法人北上川サポート協会では、

普段見ることのない視点から川を観

察することで、自然環境の大切さを

実感してもらうことを目的に下記体験

を提供しています。子ども会やPTA、

自治会活動等でご活用ください。

わが子の自立や就職に悩んでいる保

護者を対象に、全４回の講座を開催して

います。前半は講師の先生による講話を、

後半は講師の先生を囲んで、悩みや不

安を共有し合います。第１回目のテーマ

は「現代の若者にとって働くということはど

のような意味を持つのか～わが子と歩ん

でいくには～」です。

「森の木の枝で色鉛筆を

つくるワークショップ」

参加者募集

募集

第２３回一関藤沢市民劇場

原作・脚本募集！

募集

「姿勢と健康」講座

出張依頼承ります

情報

情報
「イチコレ２０２１」

単独開催のお知らせ

情報

人口 前月比 世帯数 前月比

一関 55522 +3 24410 +25

花泉 12472 -17 4716 +4

川崎 3427 -6 1291 0

千厩 10267 -11 4117 0

大東 12549 -28 4952 -3

東山 6225 -10 2302 -2

室根 4611 -13 1777 -3

藤沢 7444 -11 2805 -2

一関市全体一関市全体一関市全体一関市全体 前月比

人口 112517 -93

世帯数 46370 +19

出生数 42 -8

2021年６６６６月月月月１１１１日日日日付

(2021年５月31日現在

住民基本台帳より)

※外国人登録者含む

子どもから大人まで

北上川の水辺で遊ぼう

募集内容募集内容募集内容募集内容：

藤沢町内に伝わる史実や物語を題

材とするもの、昔話や言い伝えなど。

※原作・脚本どちらでも応募可。

募集締切募集締切募集締切募集締切：２０２１年７月３０日(金)

問合問合問合問合：０１９１-６３-５５１６

(藤沢文化センター内

一関藤沢市民劇場実行委員会事務局)

体験体験体験体験メニューメニューメニューメニュー：

<北上川カヌー体験>

２０名以上対象 / ８００円（１人）

<砂鉄川川遊び体験>

１０名以上対象 / ７００円（１人）

<竹灯り作成体験>

５～１５名対象 / ５００円（１人）

申込申込申込申込：開催の１か月前まで

問合問合問合問合&&&&申込申込申込申込：０１９１-３６-５６６６

（NPO法人北上川サポート協会）

自伐型林業による森林の保全整備や

木質バイオマス資源の有効活用等を目

的に活動している「砂鉄川水源の森を守

る会」では下記プログラムの参加者を募集

します。詳しくは下記までお問合せください。

厚生労働省

地域若者サポートステーション事業

「いちサポ 保護者のつどい」

講座

日時日時日時日時：第１回 ２０２１年９月４日（土）

１３時３０分～１６時

場所場所場所場所：なのはなプラザ４階会議室

講師講師講師講師：阿部直樹さん（そらをみた会代表）

対象対象対象対象：わが子の自立や就職に悩む保護者

定員定員定員定員：６名(先着順／参加無料)

問合問合問合問合＆＆＆＆申込申込申込申込：０１９１-４８-４４６７

（いちのせき若者サポートステーション）

開催予定開催予定開催予定開催予定：２０２１年１１月２３日（火・祝）

会場会場会場会場：川崎市民センター

ＨＰ：ＨＰ：ＨＰ：ＨＰ：https://www.center-i.org/

問合問合問合問合：０１９１-２６-６４００

（いちのせき市民活動センター）

１｜二言三言｜ 岩手県一関児童相談所 所長 山岸公美さん

３｜団体紹介｜ 手作りを楽しむ会

５｜地域紹介｜ 花貫自治会 （千厩）

７｜企業紹介｜ 株式会社 いちのせき弁当 (一関)

８｜博識杜のフクロウ博士｜ 地域運営の落とし穴⑫

９｜センターの自由研究｜ くらし調査ファイル№13「嫁取り」

今月の表紙

当地域で行われていた「嫁入り道中」を再現した可愛らしいねずみたち。

花嫁の到着を待つ家では、近所の人たちが集まり、大量の餅を用意して

いたそうです。一般的にイメージする「横杵」ではなく、「千本杵」と呼ばれ

る杵を使い、複数人でついていきます。この人形たちは「団体紹介」にて、

「嫁入り」もとい「嫁取り」については「自由研究」でご紹介します。

老若男女問わず気になるのが「姿

勢」。姿勢は、見た目に差がつくだけで

はなく、肩こりや腰痛、「ぼっこりお腹」

の原因など、実は姿勢が影響している

体の悩みはたくさんあります。

ＫＣＳセンター一関では、姿勢と健康

について、大学専門課程を修了した

姿勢の専門家による出張講座に対応

しています。市民センターやサロンなど

の事業としてご活用ください。詳しくは

下記までお問合せください。

内容内容内容内容：：：：・姿勢と身体の関係

・肩こり、腰痛になる理由

・１０歳若く見える姿勢 等

問合問合問合問合：０１９１-４８-３７１０

(姿勢専科®ＫＣＳセンター一関)

プログラムプログラムプログラムプログラム：

森の木の枝で色鉛筆を作るワークショップ

日時日時日時日時：２０２１年７月２７日(火)１０時～１５時

場所場所場所場所：カフェ&ゲストハウス カヂヤ

(一関市東山町長坂町４３)

対象対象対象対象：小学４年生以上

※それ以下の子どもは親子での参加

参加費参加費参加費参加費：無料

申込締切申込締切申込締切申込締切：２０２１年７月２５日(日)

問合問合問合問合：０９０-６９９７-６０２６

✉ iwannociw7@gmail.com (菅原)
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地域の「気になる人」を対談でご紹介

岩手県一関児童相談所 所長 山岸公美さん ×××× いちのせき市民活動センター センター長 小野寺浩樹第８５回
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い

に

関

す

る

１

１

０

番

通

報

を

当

事

者

や

近

所

の

人

な

ど

が

行

い

、

警

察

が

駆

け

付

け

た

と

こ

ろ

、

そ

の

場

に

子

ど

も

が

い

た

と

い

う

ケ

ー

ス

が

多

い

で

す

。

子

ど

も

へ

の

直

接

的

な

暴

力

が

な

く

て

も

、

子

ど

も

の

面

前

で

の

暴

力

な

ど

は

心

理

的

虐

待

に

あ

た

り

ま

す

の

で

、

警

察

は

児

相

に

通

告

を

し

ま

す

。

近

年

の

虐

待

通

告

件

数

の

増

加

は

、

警

察

か

ら

の

通

告

が

増

え

た

こ

と

が

背

景

に

あ

り

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

虐

待

事

案

そ

の

も

の

が

増

え

た

と

い

う

よ

り

、

通

告

件

数

が

増

え

た

と

い

う

こ

と

で

す

か

？

Ｓ

Ｏ

Ｓ

が

出

せ

る

社

会

に

な

っ

て

き

た

と

捉

え

て

良

い

の

で

し

ょ

う

か

。

山

岸

山

岸

山

岸

山

岸

１

１

０

番

と

い

う

形

で

し

か

解

消

で

き

な

い

状

況

に

あ

る

人

が

増

え

た

と

い

う

側

面

も

あ

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

が

、

児

童

虐

待

や

Ｄ

Ｖ

と

い

う

問

題

が

周

知

さ

れ

た

こ

と

で

、

Ｓ

Ｏ

Ｓ

が

出

し

や

す

く

な

っ

た

の

は

確

か

で

し

ょ

う

。

た

だ

、

児

童

虐

待

が

周

知

さ

れ

た

こ

と

で

、

児

童

相

談

所

＝

虐

待

に

対

応

す

る

所

と

い

う

イ

メ

ー

ジ

も

つ

い

て

し

ま

い

、

日

常

の

子

育

て

に

関

す

る

困

り

ご

と

な

ど

の

相

談

は

減

っ

て

い

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

確

か

に

、

本

来

は

児

童

虐

待

の

も

っ

と

前

の

段

階

に

対

し

て

の

相

談

対

応

も

す

べ

き

機

関

で

す

よ

ね

。

山

岸

山

岸

山

岸

山

岸

昔

は

「

子

ど

も

が

保

育

園

に

行

き

た

が

ら

な

い

ん

で

す

」

な

ど

、

日

常

の

育

児

に

関

す

る

相

談

も

来

て

い

た

ん

で

す

が

、

今

私

た

ち

に

求

め

ら

れ

る

役

割

は

重

篤

な

状

況

に

あ

る

子

ど

も

た

ち

へ

の

対

応

に

変

わ

っ

て

き

て

い

て

…
…

。

以

前

に

は

扱

っ

て

い

た

日

常

の

子

育

て

に

関

し

て

の

悩

み

に

対

応

し

き

れ

な

い

こ

と

が

私

た

ち

の

課

題

で

あ

り

、

地

域

と

の

連

携

が

必

要

不

可

欠

だ

と

感

じ

て

い

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

児

相

の

も

っ

と

手

前

で

、

地

域

な

ど

に

お

け

る

子

育

て

支

援

機

能

が

必

要

だ

と

い

う

こ

と

で

す

よ

ね

。

今

、

地

域

と

し

て

は

家

庭

教

育

や

社

会

教

育

に

改

め

て

力

を

入

れ

な

け

れ

ば

い

け

な

い

と

思

う

ん

で

す

。

家

庭

教

育

が

疎

か

に

な

っ

て

い

て

、

本

来

は

家

庭

内

で

教

え

る

べ

き

こ

と

を

、

教

え

ら

れ

て

い

な

い

現

状

が

…
…

。

山

岸

山

岸

山

岸

山

岸

実

際

、

児

童

虐

待

の

多

く

は

、

家

庭

内

で

の

様

々

な

問

題

、

ひ

ず

み

が

、

家

庭

の

中

で

弱

い

立

場

に

あ

る

子

ど

も

に

押

し

寄

せ

、

子

ど

も

を

通

し

て

表

面

化

し

て

し

ま

う

と

い

う

も

の

で

す

。

地

域

の

中

で

一

つ

一

つ

の

家

庭

が

い

か

に

上

手

く

生

活

で

き

る

か

、

幸

福

感

を

高

め

ら

れ

る

か

…
…

。

家

庭

教

育

、

社

会

教

育

は

確

か

に

重

要

だ

と

思

い

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

子

ど

も

に

罪

は

な

い

で

す

か

ら

ね

。

ニ

ュ

ー

ス

で

こ

れ

だ

け

報

道

さ

れ

て

い

る

の

に

、

減

ら

な

い

こ

と

が

不

思

議

に

も

感

じ

ま

す

。

山

岸

山

岸

山

岸

山

岸

私

た

ち

が

出

会

う

親

御

さ

ん

た

ち

は

、

正

し

い

報

道

に

触

れ

て

い

な

か

っ

た

り

、

社

会

か

ら

孤

立

し

て

い

る

人

が

多

い

と

感

じ

ま

す

。

ス

マ

ホ

ユ

ー

ザ

ー

は

特

に

、

自

分

で

情

報

を

選

択

し

て

し

ま

う

の

で

、

公

に

発

信

さ

れ

て

い

る

情

報

を

キ

ャ

ッ

チ

し

て

お

ら

ず

、

「

聞

い

た

こ

と

も

見

た

こ

と

も

な

い

」

と

い

う

人

も

い

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

自

分

の

見

て

い

る

情

報

が

世

の

中

の

全

て

だ

と

思

っ

て

し

ま

う

わ

け

で

す

ね

。

虐

待

や

子

ど

も

の

事

故

の

情

報

に

は

触

れ

て

い

な

い

、

と

。

山

岸

山

岸

山

岸

山

岸

ニ

ュ

ー

ス

の

一

遍

は

見

て

い

た

と

し

て

も

、

そ

の

背

景

ま

で

見

て

い

な

か

っ

た

り

、

逆

に

歪

ん

だ

情

報

に

反

応

し

て

し

ま

っ

た

り

。

あ

と

は

、

本

当

に

深

刻

な

虐

待

を

今

現

在

し

て

し

ま

っ

て

い

る

と

い

う

人

は

、

そ

う

い

う

情

報

は

回

避

し

ま

す

。

自

分

に

向

き

合

い

た

く

な

い

か

ら

子

ど

も

に

虐

待

を

し

て

し

ま

う

の

で

、

ニ

ュ

ー

ス

に

向

き

合

う

＝

自

分

に

向

き

合

う

と

い

う

こ

と

で

す

か

ら

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

ど

こ

か

で

罪

悪

感

を

感

じ

て

は

い

る

わ

け

で

す

ね

。

山

岸

山

岸

山

岸

山

岸

た

だ

、

体

罰

は

双

方

の

感

覚

が

マ

ヒ

し

て

い

き

ま

す

。

例

え

ば

、

子

ど

も

の

怯

え

た

目

を

見

て

「

な

ん

だ

そ

の

目

は

！

」

と

エ

ス

カ

レ

ー

ト

し

て

い

く

。

家

族

関

係

の

中

で

「

お

父

さ

ん

叩

い

ち

ゃ

っ

た

け

ど

、

お

父

さ

ん

も

手

が

痛

か

っ

た

と

思

う

よ

、

お

互

い

に

ご

め

ん

な

さ

い

だ

ね

」

な

ん

て

、

間

を

取

り

持

っ

て

く

れ

る

存

在

が

い

れ

ば

良

い

の

で

す

が

、

難

し

い

で

す

よ

ね

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

今

、

地

域

で

も

「

お

せ

っ

か

い

を

焼

こ

う

」

が

合

言

葉

の

よ

う

に

な

っ

て

ま

す

が

、

合

言

葉

で

終

わ

っ

て

い

て

、

日

常

に

は

ま

だ

反

映

さ

れ

て

い

な

い

ん

で

す

よ

ね

。

山

岸

山

岸

山

岸

山

岸

高

齢

者

が

子

ど

も

の

通

学

時

間

に

庭

先

で

草

む

し

り

な

ど

を

す

る

よ

う

に

し

て

、

挨

拶

す

る

よ

う

な

関

係

に

な

れ

ば

「

こ

の

お

じ

い

ち

ゃ

ん

に

な

ら

言

え

る

か

な

」

と

い

う

よ

う

に

な

る

か

も

し

れ

な

い

で

す

。

地

域

の

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

が

も

う

少

し

豊

か

だ

っ

た

時

代

に

は

、

夫

婦

喧

嘩

を

見

た

地

域

の

お

ば

ち

ゃ

ん

が

「

あ

ん

た

た

ち

、

子

ど

も

の

前

で

何

や

っ

て

ん

の

」

な

ん

て

言

っ

て

く

れ

た

り

し

て

い

た

部

分

が

あ

る

は

ず

な

ん

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

民

生

児

童

委

員

や

自

治

会

長

も

各

家

庭

に

入

る

こ

と

を

躊

躇

す

る

時

代

で

す

か

ら

ね

。

山

岸

山

岸

山

岸

山

岸

「

要

対

協

」

と

い

う

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

が

あ

り

、

民

生

児

童

委

員

含

め

、

要

保

護

児

童

を

取

り

こ

ぼ

さ

な

い

よ

う

に

情

報

共

有

す

る

仕

組

み

が

で

き

て

い

ま

す

。

そ

こ

が

よ

り

機

能

し

、

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

が

広

が

っ

て

い

く

こ

と

が

今

後

は

必

要

で

す

。

ま

た

、

児

童

虐

待

が

児

相

や

役

所

で

し

か

解

決

で

き

な

い

な

ん

て

思

っ

て

欲

し

く

な

く

て

。

地

域

の

中

で

話

題

に

す

る

だ

け

で

「

み

ん

な

見

て

る

ん

だ

ぞ

」

と

い

う

メ

ッ

セ

ー

ジ

に

な

り

、

抑

止

力

に

な

る

と

思

う

ん

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

縦

割

り

で

は

な

く

、

「

み

ん

な

で

集

ま

っ

て

議

論

す

る

」

場

を

作

り

、

機

能

さ

せ

て

い

く

こ

と

が

必

要

不

可

欠

で

す

ね

。
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岩

手

県
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関

児

童

相

談

所

岩

手

県

一

関

児

童

相

談

所

岩

手

県

一

関

児

童

相

談

所

岩

手

県

一

関

児

童

相

談

所

住

所

住

所

住

所

住

所

一

関
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竹
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９
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５
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１

※２ 身近な地域における児童や家庭への支援を充実させるため、「市町村こども家庭総合支援拠点」の開設などが全国的に進められている。

※３ 「要保護児童対策地域協議会」の略称。虐待を受けている子どもを始めとする要保護児童の早期発見や適切な保護を図るため、関係機関がその子

ども等に関する情報や考え方を共有し、適切な連携の下で対応していくための機能。当市では子育て支援課が調整機関。

岩手県一関児童相談所所長。同児童相談所には令

和３年４月現在、職員25人、会計年度任用職員10人、

嘱託医(業務委託含む)２人が配置されており、18歳

未満の児童に関する養護相談(児童虐待含む)、保健

相談、障がい相談、非行相談、育成相談に対応して

いる。

※１ 「虐待を発見した者は児童相談所などに通告する義務がある(児福法第二十五条)」とされており、特に平成25年12月から警察がDV事案への積極的

な介入及び体制を確立したことに伴い、警察から児童相談所への通告が増加した。

※

２

※

３



さ

ん

は

会

の

結

成

と

命

名

の

経

緯

を

振

り

返

り

ま

す

。

記

念

す

べ

き

出

展

第

１

号

は

、

昔

ば

な

し

「

ね

ず

み

の

嫁

入

り

」

を

テ

ー

マ

に

、

同

会

が

当

地

域

で

行

わ

れ

て

い

た

「

嫁

入

り

道

中

」

の

様

子

を

取

り

入

れ

ア

レ

ン

ジ

し

た

作

品

。

約

３

か

月

を

か

け

て

制

作

さ

れ

た

こ

の

作

品

は

、

65

体

も

の

ね

ず

み

に

加

え

、

古

民

家

な

ど

の

小

道

具

も

あ

り

、

並

べ

る

と

約

５

ｍ

に

も

及

び

ま

す

。

会

場

で

こ

の

作

品

を

見

た

人

か

ら

は

「

次

は

何

作

る

の

？

」

と

、

早

く

も

次

の

作

品

を

期

待

す

る

声

が

あ

が

る

ほ

ど

好

評

を

博

し

ま

し

た

。

同

会

作

品

の

特

徴

は

「

ス

ト

ー

リ

ー

性

」

。

「

嫁

入

り

」

を

テ

ー

マ

に

し

た

作

品

を

作

っ

た

こ

と

を

機

に

、

「

昔

、

家

で

こ

う

い

う

行

事

も

や

っ

て

た

よ

ね

」

と

い

う

思

い

出

話

が

膨

ら

み

ま

し

た

。

「

結

婚

の

次

は

家

づ

く

り

だ

か

ら

『

建

前

』

の

様

子

に

し

よ

う

か

。

子

ど

も

が

で

き

た

ら

『

孫

抱

き

』

と

い

う

習

わ

し

も

あ

っ

た

わ

ね

」

と

、

「

ね

ず

み

シ

リ

ー

ズ

」

と

し

て

展

開

さ

せ

て

い

っ

た

の

で

す

。

「

お

年

寄

り

の

人

な

ら

懐

か

し

が

っ

て

『

昔

は

こ

う

だ

っ

た

ね

』

と

涙

を

流

す

人

も

い

る

け

ど

、

最

近

の

若

い

人

は

昔

の

行

事

を

知

ら

な

い

み

た

い

だ

か

ら

、

作

品

を

通

し

て

知

っ

て

も

ら

い

た

い

気

持

ち

も

あ

る

。

と

に

か

く

作

る

自

分

た

ち

も

楽

し

く

、

見

る

人

も

楽

し

く

な

る

よ

う

や

っ

て

い

ま

す

」

と

菊

地

さ

ん

は

語

り

ま

す

。

作

品

作

り

に

「

特

別

な

材

料

は

使

わ

な

い

」

と

い

う

同

会

。

着

物

や

帯

を

リ

メ

イ

ク

す

る

ほ

か

、

日

本

人

形

の

「

か

ん

ざ

し

」

は

、

ご

祝

儀

袋

の

水

引

を

活

用

し

て

再

現

す

る

な

ど

、

創

意

工

夫

を

凝

ら

し

て

、

世

界

に

一

つ

の

オ

リ

ジ

ナ

ル

作

品

が

出

来

上

が

り

ま

す

。

ま

た

、

「

ね

ず

み

シ

リ

ー

ズ

」

な

ど

に

お

い

て

は

、

か

や

ぶ

き

屋

根

の

小

屋

や

井

戸

な

ど

の

各

種

小

道

具

を

３

人

の

ご

主

人

た

ち

が

制

作

。

身

近

な

材

料

を

使

い

、

作

品

の

イ

メ

ー

ジ

に

合

わ

せ

た

小

道

具

を

創

作

し

て

く

れ

る

の

だ

と

か

。

手

作

り

の

小

道

具

が

３

人

の

作

っ

た

人

形

の

雰

囲

気

を

引

き

立

て

、

臨

場

感

あ

る

作

品

へ

と

仕

上

げ

て

く

れ

ま

す

。

「

こ

れ

か

ら

も

３

人

で

孫

の

世

話

を

し

な

が

ら

ゆ

っ

く

り

と

楽

し

く

活

動

を

つ

づ

け

た

い

」

と

話

す

３

人

。

「

作

品

が

増

え

、

し

か

も

大

き

い

作

品

も

あ

る

の

で

、

保

管

場

所

が

悩

み

。

ど

こ

か

作

品

を

展

示

さ

せ

て

い

た

だ

け

る

と

こ

ろ

が

あ

れ

ば

、

喜

ん

で

お

貸

し

し

ま

す

」

と

、

作

り

た

め

た

作

品

の

活

用

に

も

意

欲

を

見

せ

ま

す

。

今

春

、

地

元

東

山

の

「

石

と

賢

治

の

ミ

ュ

ー

ジ

ア

ム

」

で

開

か

れ

た

「

ほ

っ

こ

り

ギ

ャ

ラ

リ

ー

展

」

に

も

多

数

の

作

品

を

出

展

し

た

同

会

。

「

嫁

入

り

道

中

」

や

「

孫

抱

き

」

な

ど

、

時

代

と

共

に

「

昔

の

こ

と

」

と

な

り

つ

つ

あ

る

今

、

３

人

が

創

り

出

す

可

愛

く

も

懐

か

し

い

風

景

は

、

人

々

の

心

を

和

ま

せ

る

だ

け

で

な

く

、

「

古

き

良

き

時

代

」

を

伝

え

る

「

き

っ

か

け

」

に

も

な

っ

て

い

ま

す

。

あえて「代表」等の役

職は立てず、３人で協

力して作り上げてきた

同会。「孫守り」と両

立させながら「頭の体

操」として活動を続け

ます。

「

い

つ

集

ま

れ

る

す

か

？

」

「

明

日

な

ら

い

が

す

よ

」

特

に

活

動

日

は

決

め

ず

、

３

人

の

都

合

が

良

い

時

に

集

ま

り

、

お

茶

菓

子

と

漬

物

を

囲

み

談

笑

…
…

。

そ

の

周

り

に

は

色

鮮

や

か

な

吊

る

し

雛

や

小

物

、

華

や

か

な

日

本

人

形

を

イ

メ

ー

ジ

し

た

作

品

な

ど

が

飾

ら

れ

て

い

ま

す

。

そ

の

作

品

の

数

に

も

圧

倒

さ

れ

ま

す

が

、

一

つ

一

つ

に

魂

を

感

じ

る

よ

う

な

、

繊

細

で

丁

寧

な

作

り

は

「

お

見

事

」

の

一

言

。

こ

れ

ら

の

作

品

を

創

作

し

て

い

る

の

は

、

東

山

町

長

坂

の

仲

良

し

３

人

組

「

手

作

り

を

楽

し

む

会

」

。

同

会

作

品

の

オ

リ

ジ

ナ

リ

テ

ィ

あ

ふ

れ

る

作

品

の

噂

が

広

ま

り

、

市

内

の

図

書

館

や

主

要

施

設

は

じ

め

、

奥

州

市

水

沢

の

着

物

屋

か

ら

も

声

が

か

か

り

、

年

２

回

の

作

品

展

示

を

行

う

な

ど

、

年

間

で

４

～

５

回

、

「

声

が

か

か

っ

た

時

だ

け

」

作

品

を

出

展

し

て

い

ま

す

。

「

特

別

な

こ

と

は

や

っ

て

な

い

よ

。

集

ま

り

た

い

時

に

集

ま

っ

て

や

っ

て

い

ま

す

」

と

微

笑

む

田

守

り

つ

子

さ

ん

の

言

葉

に

、

石

山

け

い

子

さ

ん

、

菊

地

洋

子

さ

ん

が

頷

き

ま

す

。

見

る

人

の

心

を

ほ

っ

こ

り

と

さ

せ

る

可

愛

ら

し

い

ね

ず

み

た

ち

や

昔

懐

か

し

い

茶

の

間

の

風

景

な

ど

、

見

る

人

を

魅

了

す

る

世

界

感

は

ど

の

よ

う

に

し

て

生

み

出

さ

れ

た

の

か

、

同

会

の

３

人

に

伺

い

ま

し

た

。

も

と

も

と

は

近

所

の

お

茶

飲

み

仲

間

だ

っ

た

３

人

。

田

守

さ

ん

が

趣

味

の

一

つ

と

し

て

手

芸

を

行

っ

て

お

り

、

そ

の

作

品

を

見

た

石

山

さ

ん

と

菊

地

さ

ん

が

興

味

を

持

っ

た

こ

と

が

き

っ

か

け

で

、

平

成

18

年

の

７

月

頃

か

ら

３

人

で

手

芸

を

す

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

転

機

と

な

っ

た

の

が

同

年

10

月

。

地

元

新

聞

社

が

３

人

の

活

動

を

取

り

上

げ

た

こ

と

も

あ

り

、

周

囲

に

も

推

さ

れ

る

形

で

、

同

年

11

月

の

東

山

文

化

祭

・

長

坂

会

場

に

出

展

す

る

に

至

っ

た

の

で

す

。

「

文

化

祭

だ

と

出

展

す

る

の

に

団

体

名

決

め

な

き

ゃ

い

け

な

い

っ

て

言

わ

れ

て

ね

。

急

い

で

付

け

た

の

」

と

、

田

守

３４

団体

紹介

手作手作手作手作りをりをりをりを楽楽楽楽しむしむしむしむ会会会会

文化祭への出展をきっかけに、平成18年

10月に結成。身近な素材を材料に、独創的

でストーリー性あふれる作品を多数創作。

依頼に応じて各地で作品を展示している。

手

芸

手

芸

手

芸

手

芸

をををを

通通通通

し

て

し

て

し

て

し

て

古古古古

きききき

良良良良

きききき

地

域

文

化

地

域

文

化

地

域

文

化

地

域

文

化

をををを

後

世

後

世

後

世

後

世

にににに

唯

一

無

二

の

作

品

は

お

茶

飲

み

の

延

長

か

ら

- Photo gallery -gallery -

あ

の

あ

の

あ

の

あ

の

選

手

選

手

選

手

選

手

も

ね

ず

み

に

も

ね

ず

み

に

も

ね

ず

み

に

も

ね

ず

み

に

！！！！

「

ま

ぼ

ろ

し

の

ね

ず

り

ん

ピ

ッ

ク

２

０

２

０

」

と

銘

打

た

れ

た

作

品

た

ち

。

可

愛

い

な

が

ら

も

体

操

競

技

の

躍

動

感

が

伝

わ

っ

て

き

ま

す

。

活

動

風

景

活

動

風

景

活

動

風

景

活

動

風

景

②②②②

型

紙

を

も

と

に

着

物

地

を

裁

断

し

、

生

地

の

色

合

い

や

柄

を

合

わ

せ

な

が

ら

、

綿

な

ど

を

入

れ

、

立

体

感

を

出

し

な

が

ら

貼

り

合

わ

せ

ま

す

。

活

動

風

景

活

動

風

景

活

動

風

景

活

動

風

景

①①①①

日

本

人

形

を

モ

チ

ー

フ

と

し

た

作

品

の

創

作

。

実

際

の

人

形

の

写

真

を

も

と

に

、

ま

ず

は

厚

紙

で

パ

ー

ツ

ご

と

に

型

紙

を

つ

く

り

ま

す

。

四

季

折

々

四

季

折

々

四

季

折

々

四

季

折

々

のののの

演

出

演

出

演

出

演

出

展

示

会

に

出

展

す

る

際

は

、

そ

の

季

節

に

応

じ

た

作

品

を

選

び

ま

す

。

今

春

の

ギ

ャ

ラ

リ

ー

展

で

は

春

を

感

じ

る

作

品

が

随

所

に

！

Ｑ.あなたにとって「手芸」とは？

田守田守田守田守りつりつりつりつ子子子子さんさんさんさん 石山石山石山石山けいけいけいけい子子子子さんさんさんさん

手作りを楽しむ会

「

ね

ず

み

シ

リ

ー

ズ

」

で

一

躍

う

わ

さ

に

たもり りつこ

Ａ.和
Ａ.作品は楽しんで作る

身

近

な

も

の

が

、

見

る

人

を

感

動

さ

せ

る

「

一

点

物

」

に

〒029-0302 一関市東山町長坂字柴宿7-76 (田守)
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いしやま けいこ きくち ようこ

Ａ.人生の楽しみ
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ひ

と

昔

前

は

「

〇

〇

さ

ん

家

の

子

」

と

、

自

治

会

内

の

子

ど

も

た

ち

は

概

ね

把

握

し

、

見

守

る

こ

と

が

で

き

て

い

ま

し

た

が

、

少

子

化

で

子

ど

も

の

数

は

減

っ

て

い

る

に

も

関

わ

ら

ず

、

自

治

会

内

に

子

ど

も

が

ど

の

く

ら

い

い

る

の

か

を

把

握

し

に

く

く

な

っ

て

い

る

現

状

が

…
…

。

そ

う

し

た

課

題

を

打

破

す

る

こ

と

が

同

表

彰

の

狙

い

で

も

あ

り

ま

す

。

ま

た

、

同

表

彰

に

は

「

子

ど

も

た

ち

が

自

治

会

活

動

に

参

加

す

る

と

と

も

に

、

そ

の

親

御

さ

ん

に

も

地

域

に

出

て

き

て

も

ら

い

一

緒

に

地

域

運

営

に

関

わ

っ

て

も

ら

う

」

と

い

う

効

果

も

。

実

際

、

子

ど

も

た

ち

と

一

緒

に

保

護

者

も

活

動

に

参

加

し

て

お

り

、

終

了

後

に

は

ア

イ

ス

や

お

菓

子

な

ど

、

子

ど

も

向

け

の

労

い

を

し

っ

か

り

用

意

し

て

い

ま

す

。

子

ど

も

た

ち

が

特

に

活

躍

す

る

の

が

花

壇

整

備

。

花

壇

整

備

は

青

少

年

部

の

担

当

で

す

が

、

子

供

会

と

連

携

し

て

お

り

、

整

備

作

業

に

は

子

ど

も

た

ち

も

多

数

参

加

し

ま

す

。

花

の

苗

は

千

厩

高

校

の

生

産

技

術

科

で

生

産

し

た

も

の

を

活

用

し

ま

す

が

、

平

日

の

日

中

に

動

け

な

い

保

護

者

世

代

が

中

心

の

た

め

、

代

わ

り

に

同

部

以

外

の

地

域

の

人

が

苗

を

取

り

に

行

く

な

ど

、

お

互

い

に

小

さ

な

助

け

合

い

を

す

る

こ

と

を

心

掛

け

て

い

る

と

の

こ

と

。

こ

う

し

た

日

頃

の

関

係

性

が

で

き

て

い

る

こ

と

で

、

保

護

者

世

代

も

困

り

ご

と

が

あ

れ

ば

自

治

会

に

相

談

し

て

く

れ

る

と

言

い

、

相

談

を

受

け

て

通

学

路

の

草

刈

り

な

ど

を

自

治

会

と

し

て

サ

ポ

ー

ト

し

た

こ

と

も

。

保

護

者

世

代

に

役

を

持

た

せ

つ

つ

も

、

そ

の

カ

バ

ー

も

忘

れ

ま

せ

ん

。

各

専

門

部

が

中

心

と

な

り

、

老

若

男

女

が

参

加

で

き

る

事

業

内

容

を

企

画

し

て

い

る

同

自

治

会

で

す

が

、

10

年

以

上

前

か

ら

農

家

組

合

、

愛

林

会

と

合

同

で

行

っ

て

い

る

「

自

治

会

等

合

同

研

修

旅

行

」

に

は

、

多

い

年

で

約

30

人

が

参

加

。

近

年

は

震

災

復

興

応

援

を

兼

ね

た

被

災

地

研

修

と

し

て

、

東

北

地

方

の

沿

岸

被

災

地

を

め

ぐ

り

、

災

害

時

の

対

応

や

防

犯

対

策

を

学

ん

で

い

ま

す

。

見

て

感

じ

た

こ

と

か

ら

、

地

域

で

活

か

せ

る

内

容

等

の

意

見

を

出

し

な

が

ら

、

地

域

運

営

の

参

考

に

し

て

い

る

の

だ

と

か

。

コ

ロ

ナ

禍

で

参

加

者

を

制

限

し

て

は

い

ま

す

が

、

令

和

２

年

度

も

実

施

し

ま

し

た

。

ま

た

、

同

自

治

会

で

は

奥

玉

地

域

の

地

域

協

働

体

・

奥

玉

振

興

協

議

会

や

、

市

内

の

他

自

治

会

等

と

の

連

携

に

も

積

極

的

に

取

り

組

ん

で

お

り

、

奥

玉

振

興

協

議

会

等

が

主

催

す

る

「

奥

玉

ふ

る

さ

と

ま

つ

り

」

の

「

仮

装

盆

踊

り

大

会

」

に

も

毎

年

参

加

。

そ

の

年

の

流

行

な

ど

を

踏

ま

え

、

子

供

会

を

中

心

に

準

備

・

参

加

し

て

い

ま

す

。

少

子

高

齢

化

の

時

代

だ

か

ら

こ

そ

、

自

治

会

活

動

に

お

け

る

子

ど

も

た

ち

の

役

割

を

幅

広

く

創

出

し

、

そ

こ

か

ら

住

民

同

士

の

つ

な

が

り

を

強

め

て

い

く

仕

組

み

は

、

同

自

治

会

の

大

き

な

強

み

と

言

え

る

で

し

ょ

う

。

Ｑ.集落の自慢は何ですか？

自治会長自治会長自治会長自治会長

金野剛一金野剛一金野剛一金野剛一さんさんさんさん

令和３年４月からの新

自治会長ですが、自治

会運営には長年関わっ

ており、これまでも盛

り上げに貢献してきま

した。

村上達男村上達男村上達男村上達男さんさんさんさん

昭和52年にＵターンし、

自治会の立ち上げ時か

ら自治会運営を支えて

きました。地域の歴史

にも詳しく、頼りにさ

れています。

「

文

化

会

館

」

と

い

う

馴

染

み

の

薄

い

名

称

の

自

治

会

館

を

拠

点

と

す

る

花

貫

自

治

会

。

自

治

会

活

動

の

拠

点

で

あ

り

な

が

ら

、

集

落

の

「

花

貫

伝

統

文

化

等

保

存

伝

習

施

設

」

と

し

て

使

用

さ

れ

て

い

る

こ

と

が

背

景

に

あ

り

ま

す

。

核

に

な

る

の

は

明

治

26

年

か

ら

続

く

「

花

貫

伊

勢

神

楽

」

。

「

花

貫

伊

勢

神

楽

を

通

し

て

親

子

が

つ

な

が

る

、

地

域

が

つ

な

が

る

」

と

語

る

の

は

自

治

会

長

の

金

野

剛

一

さ

ん

で

す

。

金

野

さ

ん

の

曽

祖

父

の

世

代

が

始

め

た

同

神

楽

は

、

昭

和

30

年

か

ら

女

性

も

参

加

で

き

る

よ

う

に

し

、

地

域

と

し

て

舞

を

伝

承

。

平

成

15

年

に

は

伊

勢

神

宮

に

参

拝

し

、

舞

を

奉

納

し

て

く

る

ほ

ど

に

。

年

々

子

ど

も

の

数

は

減

少

し

て

い

る

同

自

治

会

で

す

が

、

自

治

会

内

の

小

学

生

は

原

則

全

員

参

加

の

た

め

、

現

在

は

子

ど

も

10

人

、

地

区

内

有

志

10

人

で

保

存

会

を

組

織

。

当

初

か

ら

変

わ

ら

な

い

笛

、

太

鼓

の

構

成

で

活

動

し

て

い

ま

す

。

保

存

会

に

は

教

育

文

化

部

が

活

動

費

を

サ

ポ

ー

ト

し

て

お

り

、

地

域

行

事

で

舞

を

披

露

す

る

ほ

か

、

「

奥

玉

地

区

民

芸

大

会

」

の

出

演

に

合

わ

せ

、

一

緒

に

定

期

練

習

も

行

っ

て

い

ま

す

。

同

自

治

会

事

務

局

長

の

村

上

達

男

さ

ん

は

、

伊

勢

神

楽

に

つ

い

て

「

子

ど

も

た

ち

が

地

域

に

関

わ

る

機

会

だ

と

い

う

こ

と

を

意

識

し

な

が

ら

活

動

し

て

い

る

」

と

言

い

、

金

野

さ

ん

も

「

コ

ロ

ナ

禍

の

た

め

、

奥

玉

地

区

民

芸

大

会

や

自

治

会

発

表

な

ど

は

中

止

に

な

っ

て

い

る

が

、

子

ど

も

た

ち

へ

の

伝

承

活

動

は

継

続

し

て

行

っ

て

お

り

、

地

域

に

根

差

し

た

活

動

」

と

続

け

ま

す

。

「

感

心

な

子

ど

も

表

彰

」

と

い

う

ユ

ニ

ー

ク

な

表

彰

制

度

を

平

成

17

年

度

か

ら

開

始

し

た

同

自

治

会

。

１

年

間

の

自

治

会

活

動

に

お

け

る

子

ど

も

た

ち

の

行

事

参

加

に

感

謝

の

意

を

込

め

て

、

自

治

会

内

の

小

学

生

を

表

彰

す

る

も

の

で

す

。

賞

の

内

容

は

「

な

か

よ

し

努

力

賞

」

「

か

が

や

き

優

良

賞

」

な

ど

、

そ

れ

ぞ

れ

の

児

童

に

合

わ

せ

て

変

え

る

こ

と

で

、

表

彰

式

を

盛

り

上

げ

て

い

ま

す

。

花貫自治会

５６

地

域

地

域

地

域

地

域

の

つ

な

が

り

を

の

つ

な

が

り

を

の

つ

な

が

り

を

の

つ

な

が

り

を

大

切

大

切

大

切

大

切

に

し

な

が

ら

に

し

な

が

ら

に

し

な

が

ら

に

し

な

が

ら

地

域

活

動

の

入

口

と

し

て

の

花

貫

伊

勢

神

楽

- Photo gallery -gallery -

復

興

支

援

研

修

復

興

支

援

研

修

復

興

支

援

研

修

復

興

支

援

研

修

防

災

に

関

す

る

研

修

を

兼

ね

て

三

陸

海

岸

の

被

災

地

を

回

る

復

興

支

援

研

修

。

写

真

は

令

和

２

年

に

大

槌

町

を

訪

れ

た

際

の

記

念

写

真

。

「「「「

感

心

感

心

感

心

感

心

なななな

子子子子

ど

も

ど

も

ど

も

ど

も

表

彰

表

彰

表

彰

表

彰

」」」」

新

年

会

の

際

に

行

っ

て

い

る

同

表

彰

。

コ

ロ

ナ

禍

で

新

年

会

が

開

催

で

き

な

か

っ

た

た

め

、

今

年

は

表

彰

式

だ

け

を

単

独

で

行

い

ま

し

た

。

花

壇

花

壇

花

壇

花

壇

づ

く

り

づ

く

り

づ

く

り

づ

く

り

奥

玉

地

域

全

体

が

力

を

注

ぐ

花

壇

整

備

で

す

が

、

同

自

治

会

で

は

整

備

活

動

を

子

ど

も

た

ち

と

の

親

交

の

場

と

し

て

も

位

置

付

け

て

い

ま

す

。

歴

史

歴

史

歴

史

歴

史

あ

る

あ

る

あ

る

あ

る

神

楽

神

楽

神

楽

神

楽

１

２

０

年

以

上

続

く

「

花

貫

伊

勢

神

楽

」

は

大

東

町

大

原

か

ら

の

伝

承

。

写

真

は

令

和

元

年

度

「

奥

玉

地

区

民

芸

大

会

」

で

の

披

露

の

様

子

。

地域

紹介

花貫自治会花貫自治会花貫自治会花貫自治会((((奥玉奥玉奥玉奥玉))))

平成２年３月設立。千厩町奥玉、下奥玉に

位置し、集落の北西には千厩川が流れる。行

政区は千厩21区で、73戸227人が暮らす。７

部体制(総務、産業、教育文化、青少年、女

性、体育、福祉厚生)。

花泉

横

の

連

携

も

大

切

に

子

ど

も

た

ち

を

き

っ

か

け

に

親

世

代

と

の

関

わ

り

を

こんの ごういち むらかみ たつお

Ａ.共同 Ａ.喜努愛楽

左の写真：老若男女が参加する新春交流会の様子(令和

２年)

事務局長事務局長事務局長事務局長

はなぬき



一

関

市

青

葉

に

店

舗

を

構

え

る

「

煮

売

り

酒

屋

お

の

で

ら

」

。

店

主

の

小

野

寺

悟

さ

ん

が

常

連

客

に

「

障

が

い

を

持

つ

人

を

雇

っ

て

み

な

い

か

」

と

声

を

か

け

ら

れ

た

の

は

15

年

ほ

ど

前

の

こ

と

で

し

た

。

そ

の

常

連

客

は

市

内

の

障

が

い

者

支

援

施

設

で

勤

務

し

て

お

り

、

「

軽

度

の

知

的

障

が

い

を

持

つ

女

性

が

自

立

を

目

指

し

て

仕

事

先

を

探

し

て

い

る

」

と

言

う

の

で

す

。

こ

れ

ま

で

障

が

い

者

と

の

接

点

が

一

度

も

な

か

っ

た

小

野

寺

さ

ん

は

、

「

『

障

が

い

者

の

自

立

』

と

『

雇

用

』

が

結

び

つ

か

ず

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

を

イ

メ

ー

ジ

し

た

。

先

入

観

で

、

接

客

は

無

理

か

も

し

れ

な

い

が

掃

除

や

皿

洗

い

な

ど

裏

方

が

い

て

も

ら

え

れ

ば

助

か

る

な

、

と

、

常

連

客

の

話

に

耳

を

傾

け

た

」

と

当

時

を

振

り

返

り

ま

す

。

そ

れ

か

ら

数

日

後

、

施

設

か

ら

紹

介

さ

れ

た

女

性

は

、

面

接

や

職

場

実

習

を

経

て

、

「

一

般

就

労

」

と

し

て

同

店

に

就

労

す

る

こ

と

に

！

「

正

直

、

先

入

観

を

覆

さ

れ

ま

し

た

。

充

分

な

労

働

意

欲

が

あ

り

、

学

ぼ

う

と

す

る

姿

勢

が

伝

わ

っ

て

き

て

。

確

か

に

、

得

手

不

得

手

は

あ

り

ま

す

が

、

そ

れ

は

個

性

の

一

部

。

環

境

を

整

え

る

の

が

雇

用

側

と

し

て

の

努

め

で

す

」

と

話

す

小

野

寺

さ

ん

は

、

そ

れ

か

ら

数

年

後

、

他

の

施

設

か

ら

も

３

名

の

利

用

者

を

自

立

支

援

の

一

環

と

し

て

受

け

入

れ

た

の

で

す

。

夜

の

居

酒

屋

に

加

え

、

受

け

入

れ

た

利

用

者

と

昼

の

弁

当

製

造

を

開

始

し

た

小

野

寺

さ

ん

は

、

「

ど

う

い

う

組

織

な

ら

も

っ

と

喜

び

や

達

成

感

を

感

じ

て

も

ら

え

る

だ

ろ

う

」

と

、

経

営

の

傍

ら

で

障

が

い

者

雇

用

の

仕

組

み

を

勉

強

し

、

た

ど

り

着

い

た

の

が

「

障

が

い

者

就

労

継

続

支

援

Ａ

型

事

業

所

」

で

し

た

。

Ｂ

型

で

は

な

く

Ａ

型

で

、

か

つ

株

式

会

社

を

選

択

し

た

の

は

「

社

員

と

し

て

胸

を

張

っ

て

仕

事

を

し

、

企

業

の

利

益

に

つ

な

げ

、

そ

の

分

し

っ

か

り

収

入
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識

を

高
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て

も
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め
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だ
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言
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。

「

仕

事
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え
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慣
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る

ま

で

に

時
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か

か

る

人

も

多
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。

し
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し
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人

や

会
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の

役

に

立

っ

て

い

る

と

利

用

者
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る

こ

と

が
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き
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時

、

大
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く

成
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利

用

者

の

中

に

は

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

を

図

る

こ

と

が

苦

手

な

人

も

お

り

、

ま

ず

は

『

定

時

に

会

社

に

着

く

』

と
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う

こ

と

が

第

一

歩

。

車

の

運

転

が

で

き

な

い
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合

も

親

御

さ

ん

の

協

力

が

不
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。

当

社

の

お

弁

当

を

待

つ

お

客

様

が
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の

で

、

『

遅

刻

』
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対
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許
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」

と
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家
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築
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最

後
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「

お
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お
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当
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手
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箱
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茶
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と
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を
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７

企業

紹介

株式会社いちのせき弁当一関

「障がい者就労継続支援Ａ型事業所 」の指定を目指し、平成24年に法人化。

利用定員(障がい者雇用定員)10名からスタートし、青葉本店(現事務所)で地元産

米をメインとした手作り弁当の製造を行ってきました。障がい者施設や、当事

者・家族からの要望を受け、平成26年には店舗での飲食が可能な真柴支店を

オープン(コロナ禍で食堂部門は休止中)。店舗販売や市内スーパー等での卸販

売のほか、各機関や企業等への配達弁当や外販も行っています。現在は利用定

員20名で、障がいを持つ人への継続的な就労・雇用の場を提供しています。

雇用雇用雇用雇用をををを結結結結びびびび「「「「自立自立自立自立」」」」へのかけはしへへのかけはしへへのかけはしへへのかけはしへ

先

入

観

を

覆

し

た

一

人

の

出

会

い

１

代表取締役で管理者の小野寺悟さ

ん。

DATA

青葉本店(事務所)

〒021-0031 一関市青葉1-4-17

TEL 0191-26-6540

※真柴支店(一関市真柴字矢ノ目沢56-101)は食堂部門休止中

毎月さまざまなテーマで地域づくりについて考えていくコラムです。

博識杜の

フクロウ博士

第第第第28282828話話話話

地域運営の落とし穴⑫
今月のテーマ

自慢は契約栽培の「お米」。現在

は大東町の農家さんと契約してい

ます。

作業風景。390円～550円まで20種類

のお弁当を製造。

新しい（？）家庭教育

地域企業の理念にせまります。

２

３

８

出

来

る

こ

と

が

増

え

る

喜

び

人

の

役

に

立

ち

、

成

長

す

る

姿

※障害者総合支援法に基づく福祉サービス。就労継続支援事業にはＡ型とＢ型の２種類あ

り、雇用契約を結び、最低賃金以上の給料が発生するＡ型に対し、Ｂ型は雇用契約は結ば

ず、作業工賃としての賃金が与えられる。

※

前号(第27話・地域運営の落とし穴⑪)では、「あらゆる分野で切れ目のない多面的な支援のために、コーディ

ネーターの配置などを行い、地域を支える仕組みを整えるような動きが増えてきた」ことを取り上げました。多

面的な地域づくりの必要性は、私たちも日ごろから意識しており、これまでも地域協働体の設立から運営に関す

る支援を行ってきましたが、そうした「広域自治」の形成を進めている中で見えてきた‘もっと意識しなければ

いけないなと思うこと’について今回は考えてみます。

ズバリ、それは、「「「「家庭教育家庭教育家庭教育家庭教育」」」」です。

「家庭教育」は、一言で表しにくく、イメージしにくいものですが、文部科学省は、「「「「家庭家庭家庭家庭はははは、、、、子供子供子供子供たちのたちのたちのたちの健健健健

やかなやかなやかなやかな育育育育ちのちのちのちの基盤基盤基盤基盤でありでありでありであり、、、、家庭教育家庭教育家庭教育家庭教育はははは、、、、すべてのすべてのすべてのすべての教育教育教育教育のののの出発点出発点出発点出発点ですですですです」」」」と謳い、挨拶をしたり、家族が揃って食事

をしたりするマナーのこと、生きる力を育むこと、学習意欲を高めることなど、‘学校での学び’とは違うもの

を指しています。しかし、今回話題にしたいのは、子どもを対象とした家庭教育ではなく、「「「「家族内家族内家族内家族内でのでのでのでの情報情報情報情報のののの

共有共有共有共有((((継承継承継承継承))))」」」」という面での「家庭教育」です。

最近では、「「「「終活終活終活終活」」」」も話題となり、自分の人生、財産などを記した「「「「エンディングノートエンディングノートエンディングノートエンディングノート」」」」をまとめる人たち

も増えてきていますが、全員がそうとは限りません。

何を言いたいかというと、「終活」がされていない状態では、家屋の維持管理(空き家になる場合もある)が疎

かになったり、田畑や山林等が未登記不動産になってしまったり、お墓の維持管理がされずに荒れた状態になっ

てしまうなど、様々なことが危惧されます。

空き家に関しては、倒壊などの危険性が伴う場合は、行政から所有者(家族関係者)に連絡が行く仕組みになっ

ていますが、それでも対応されない場合は、「行政代執行」として行政が解体し、その解体費用が所有者(家族

関係者)に請求されます。そうなると、残された家族が苦労することに……。残された家族が手続きをしてくれ

たらいいですが、放置状態になることも。

※ちなみに、行政代執行の費用が回収できない場合、行政は税金債務の回収と同様、その人が所有する不動産を

差押えて公売(行政による競売)にかけることができます。

また、文化財保護文化財保護文化財保護文化財保護の分野でも、近年(大正時代や昭和時代)のモノは価値がないと思われがちで、廃棄処分され

ることも多く、郷土芸能などの無形のものは担い手不足が顕在化しています。そのため、平成30年に文化財保護

法が改正(平成31年４月施行)され、個々個々個々個々のののの文化財文化財文化財文化財のののの確実確実確実確実なななな継承継承継承継承にににに向向向向けたけたけたけた保存活用制度保存活用制度保存活用制度保存活用制度のののの見直見直見直見直しししし等等等等が図られました。

【【【【改正改正改正改正のののの趣旨趣旨趣旨趣旨】】】】

過疎化・少子高齢化などを背景に、文化財文化財文化財文化財のののの滅失滅失滅失滅失やややや散逸等散逸等散逸等散逸等のののの防止防止防止防止がががが緊急緊急緊急緊急のののの課題課題課題課題であり、未指定未指定未指定未指定をををを含含含含めためためためた文化財文化財文化財文化財をををを

まちづくりにまちづくりにまちづくりにまちづくりに活活活活かしつつかしつつかしつつかしつつ、、、、地域社会総地域社会総地域社会総地域社会総がかりでがかりでがかりでがかりで、、、、そのそのそのその継承継承継承継承にににに取取取取りりりり組組組組んでいくことがんでいくことがんでいくことがんでいくことが必要必要必要必要。このため、地域地域地域地域におけにおけにおけにおけ

るるるる文化財文化財文化財文化財のののの計画的計画的計画的計画的なななな保存保存保存保存・・・・活用活用活用活用のののの促進促進促進促進や、地方文化財保護行政地方文化財保護行政地方文化財保護行政地方文化財保護行政のののの推進力推進力推進力推進力のののの強化強化強化強化を図る。

家庭における教育は、本来すべて家庭の責任にゆだねられており、それぞれ

の価値観やスタイルに基づいて行われるべきものです。行政の役割は、条件整

備を通じて、‘‘‘‘家庭家庭家庭家庭のののの教育力教育力教育力教育力のののの充実充実充実充実’’’’を支援していくことです。家庭内の領域

に行政が介入することはあり得ず、家庭内で解決するしかないのです。

一般的に家庭教育と言うと、子どもに対してのものとイメージされますが、

地域づくりの視点から考えると、家族内家族内家族内家族内でのでのでのでの情報情報情報情報のののの共有共有共有共有やややや、、、、‘‘‘‘誰誰誰誰がどのようにがどのようにがどのようにがどのように

継継継継いでいくかいでいくかいでいくかいでいくか’’’’あるあるあるあるいはいはいはいは‘‘‘‘どのようにどのようにどのようにどのように処理処理処理処理するかするかするかするか’’’’などなどなどなど、、、、話話話話しししし合合合合っておくっておくっておくっておく必要必要必要必要

がありますがありますがありますがあります。

この記事を書きながら、「「「「親親親親をををを亡亡亡亡くせばくせばくせばくせば過去過去過去過去をををを無無無無くすくすくすくす、、、、配偶者配偶者配偶者配偶者をををを亡亡亡亡くせばくせばくせばくせば今今今今

をををを無無無無くすくすくすくす、、、、子子子子どもをどもをどもをどもを亡亡亡亡くせばくせばくせばくせば未来未来未来未来をををを無無無無くすくすくすくす」」」」という表現を地域の方から聞いた

ことを思い出しました。

過去も未来も無くさないために、いま、家庭内での環境を整え、地域住民一丸

となって取り組んでいきましょう。



自

宅

で

の

婚

礼

儀

式

は

、

①①①①

嫁

方

嫁

方

嫁

方

嫁

方

のののの

家家家家

にににに

婿婿婿婿

方

一

行

方

一

行

方

一

行

方

一

行

がががが

赴赴赴赴

い

て

い

て

い

て

い

て

行行行行

うううう

儀

式

儀

式

儀

式

儀

式

とととと

祝

宴

祝

宴

祝

宴

祝

宴

②②②②

花

嫁

花

嫁

花

嫁

花

嫁

御

一

行

御

一

行

御

一

行

御

一

行

がががが

行

列

行

列

行

列

行

列

をををを

組組組組

ん

で

ん

で

ん

で

ん

で

婿

方

婿

方

婿

方

婿

方

へ

と

へ

と

へ

と

へ

と

向向向向

か

う

か

う

か

う

か

う

花花花花

嫁

行

列

嫁

行

列

嫁

行

列

嫁

行

列

とととと

輿

入

輿

入

輿

入

輿

入

れれれれ

③③③③

婿

方

婿

方

婿

方

婿

方

のののの

家家家家

でででで

行行行行

わ

れ

る

わ

れ

る

わ

れ

る

わ

れ

る

三

三

九

度

三

三

九

度

三

三

九

度

三

三

九

度

な

ど

な

ど

な

ど

な

ど

盃

事

盃

事

盃

事

盃

事

(( ((

祝

言

祝

言

祝

言

祝

言

)) ))

の

３

要

素

に

分

け

ら

れ

ま

す

。

こ

の

全

て

を

「

嫁

取

り

」

と

表

現

す

る

場

合

も

あ

り

ま

す

が

、

当

市

域

で

は

概

ね

③③③③

をををを

「「「「

嫁

取

嫁

取

嫁

取

嫁

取

りりりり

」」」」

と

呼

ぶ

よ

う

で

す

。

こ

の

「

嫁

取

り

」

に

お

け

る

「

家

の

使

い

方

」

を

調

査

す

る

中

で

見

え

て

き

た

の

が

「「「「

小小小小

笠

原

流

笠

原

流

笠

原

流

笠

原

流

」」」」

そ

し

て

「「「「

し

つ

け

し

つ

け

し

つ

け

し

つ

け

道

場

道

場

道

場

道

場

」」」」

と

い

う

２

つ

の

キ

ー

ワ

ー

ド

。

伊

達

藩

が

慶

弔

・

年

中

行

事

を

「

小

笠

原

流

」

を

基

本

と

し

て

進

め

た

た

め

、

当

地

方

で

も

「

小

笠

原

流

」

の

礼

作

法

が

定

着

し

た

の

だ

と

か

。

江

戸

末

期

江

戸

末

期

江

戸

末

期

江

戸

末

期

に

は

に

は

に

は

に

は

一

般

庶

一

般

庶

一

般

庶

一

般

庶

民民民民

に

も

に

も

に

も

に

も

定

着

定

着

定

着

定

着

しししし

、、、、

明

治

明

治

明

治

明

治

～～～～

昭

和

中

期

頃

昭

和

中

期

頃

昭

和

中

期

頃

昭

和

中

期

頃

ま

で

ま

で

ま

で

ま

で

「「「「

小

笠

原

流

小

笠

原

流

小

笠

原

流

小

笠

原

流

」」」」

のののの

婚

礼

儀

式

婚

礼

儀

式

婚

礼

儀

式

婚

礼

儀

式

が

行

わ

れ

て

い

ま

し

た

が

、

そ

の

伝

承

の

場

と

な

っ

て

い

た

の

が

「「「「

し

つ

け

し

つ

け

し

つ

け

し

つ

け

(( ((

躾躾躾躾)) ))

道

場

道

場

道

場

道

場

」」」」

で

す

。

旧

正

月

期

旧

正

月

期

旧

正

月

期

旧

正

月

期

に

各

地

(

集

落

も

し

く

は

村

単

位

)

で

行

わ

れ

た

同

道

場

は

、

地

域

内

の

家

を

借

り

、

１１１１

～～～～

２２２２

週

間

週

間

週

間

週

間

か

け

て

行

わ

れ

、

成

人

前

成

人

前

成

人

前

成

人

前

のののの

若

者

若

者

若

者

若

者

が

参

加

。

婚

礼

を

滞

り

な

く

行

う

た

め

の

講

義

と

練

習

の

ほ

か

、

女

性

は

料

理

・

裁

縫

、

男

性

は

算

盤

な

ど

、

各

種

教

養

各

種

教

養

各

種

教

養

各

種

教

養

を

身

に

つ

け

た

よ

う

で

す

(

講

師

は

地

域

内

の

先

達

者

等

)

。

な

お

、

「

小

笠

原

流

」

と

し

て

伝

承

さ

れ

て

い

る

内

容

も

、

実

際

に

は

簡

略

化

簡

略

化

簡

略

化

簡

略

化

やややや

地

域

毎

地

域

毎

地

域

毎

地

域

毎

のののの

ア

レ

ン

ジ

ア

レ

ン

ジ

ア

レ

ン

ジ

ア

レ

ン

ジ

が

さ

れ

て

あ

り

、

「

小

笠

原

流

」

と

は

言

い

切

れ

な

い

と

い

う

の

が

実

情

で

す

。

センターの

自由研究

地域の‘気になること’をセンタースタッフが独自に調査！

ミッションミッションミッションミッション
57575757

９10

前頁でも触れましたが、ここで取り上げる「嫁取り」は花嫁行列を経て、「輿

入れ」が済んだ状態での「婿方」での「祝言」です。地域や年代によって異なる

ものもありますが、市内各地でヒアリングした情報をもとに、「「「「折衷案折衷案折衷案折衷案」」」」として

まとめてみました。なお、古くは嫁方の両親は婿方の家での儀式には参列せず、

後日両家での盃事を行ったようですが、簡略化等で嫁方の両親も参列するように

なったため、今回は双方の両親が参列した場合の座割りにてご紹介します。

前号で当市域における江戸時代後半～昭和初期の民家の間取りをご紹介しましたが、

その調査過程で頻繁に耳にしたのが「『嫁取り』の時は○○から人が出入りする」と

いう話。冠婚葬祭、特に「嫁取り」の時には、何か「特別な家の使い方」をするのか

もしれない……。間取り調査から浮上した新たな疑問・好奇心から、当市域における

「嫁取りの際の家事情」を調査しました(間取り調査の続編として、儀式そのものよりも「家

の使い方」にスポットを当てています)！※記載内容はあくまでもセンター独自調査の結果です。

「

嫁

取

り

」

と

「

し

つ

け

道

場

」

「「「「嫁取り嫁取り嫁取り嫁取り」における」における」における」における

家家家家の使い方の使い方の使い方の使い方

調査調査調査調査にごにごにごにご協力協力協力協力いただいたみなさまいただいたみなさまいただいたみなさまいただいたみなさま、、、、ありがとうございましたありがとうございましたありがとうございましたありがとうございました！！！！

※誌面スペースの関係で割愛させていただいた参考文献やご協力いただいたみなさまの

情報は、当センターホームページにてご紹介しております。

飛鳥飛鳥飛鳥飛鳥・・・・奈良奈良奈良奈良 男性が女性側へと通う「妻問婚」≒「婿入婚婿入婚婿入婚婿入婚」が主流

鎌倉鎌倉鎌倉鎌倉 武家の間で「嫁入婚嫁入婚嫁入婚嫁入婚」が台頭 宗教者宗教者宗教者宗教者はははは介在介在介在介在しないしないしないしない。民間行事であり、「「「「何何何何

をををを持持持持ってってってって結婚結婚結婚結婚とするかとするかとするかとするか」」」」はははは地域地域地域地域のののの慣習慣習慣習慣習にににに任任任任ささささ

れているれているれているれている状態状態状態状態。一定の形式にそった儀礼を

もって結婚とする「「「「儀式婚儀式婚儀式婚儀式婚」」」」や、当事者同士

の契約による「「「「民事婚民事婚民事婚民事婚」」」」が主流。

室町室町室町室町

冠婚葬祭や日常マナー全般の規範に「小笠原流小笠原流小笠原流小笠原流」が用いられる。

婚礼の儀式は三三九度三三九度三三九度三三九度がががが中心中心中心中心。

江戸江戸江戸江戸 見合い、結納、仲人、お色直しなど、婚礼のあり方の原形完成

明治明治明治明治

４４４４年年年年 戸籍法戸籍法戸籍法戸籍法で「「「「妻妻妻妻ハハハハ婚姻婚姻婚姻婚姻ニニニニ因因因因リテリテリテリテ夫夫夫夫ノノノノ家家家家ニニニニ入入入入ルルルル」」」」と明記され、法律で結婚の要件を定める「「「「法律婚法律婚法律婚法律婚」」」」へ。

33333333年年年年

大正天皇大正天皇大正天皇大正天皇のののの婚礼婚礼婚礼婚礼がががが神式神式神式神式でででで行行行行われたわれたわれたわれた(平安朝以来の公家様式に代わる初めての神前結婚式)ことを機に有名神社が神前

結婚式に参入し、神前結婚式神前結婚式神前結婚式神前結婚式がががが一部上流階級一部上流階級一部上流階級一部上流階級のののの間間間間でででで流行流行流行流行。

44444444年年年年

「永嶋婚礼会」開業。「「「「永嶋式結婚式永嶋式結婚式永嶋式結婚式永嶋式結婚式」」」」として「神前結婚式」をパッケージ化。自宅、ホテル、会館などに出張し

て婚礼をプロデュースした。

末末末末 曹洞宗を皮切りに「「「「仏前結婚式仏前結婚式仏前結婚式仏前結婚式」」」」出現。

大正大正大正大正 国内外の風俗が各地の婚礼行事に入り込み、混乱状態。無理をしてでも豪華絢爛豪華絢爛豪華絢爛豪華絢爛に行う傾向が。

昭和昭和昭和昭和

初期初期初期初期

冠婚葬祭マニュアル、ハウツー本が盛んに出版され、婦人雑誌もこの種の記事をたびたび載せるように。敗戦直後敗戦直後敗戦直後敗戦直後

までまでまでまで日本日本日本日本のののの婚礼婚礼婚礼婚礼のののの過半数過半数過半数過半数はははは「「「「小笠原流小笠原流小笠原流小笠原流((((をををを崩崩崩崩したしたしたした))))自宅結婚式自宅結婚式自宅結婚式自宅結婚式」」」」。マニュアルの中身も小笠原流に関連する内容。

25252525年年年年

以降以降以降以降

「「「「小笠原流小笠原流小笠原流小笠原流((((をををを崩崩崩崩したしたしたした))))自宅結婚式自宅結婚式自宅結婚式自宅結婚式」」」」はははは激減激減激減激減。専門の式場やホテルで行われる神前結婚式と披露宴をセットにした二二二二

段階方式段階方式段階方式段階方式が台頭。

30303030年年年年

代代代代～～～～

国や農協の指導による「「「「生活改善運動生活改善運動生活改善運動生活改善運動」」」」が展開され、「婚礼儀式」も見直し。公の施設を会場とすることが推奨さ

れ、「「「「公民館結婚式公民館結婚式公民館結婚式公民館結婚式」」」」が流行。

40404040年年年年 ホテルやホテルやホテルやホテルや結婚式場結婚式場結婚式場結婚式場でででで行行行行うううう神前式神前式神前式神前式でのでのでのでの挙式挙式挙式挙式割合が増加(全体の80％)。

日本における日本における日本における日本における

「婚礼・婚姻」の歴史ダイジェスト「婚礼・婚姻」の歴史ダイジェスト「婚礼・婚姻」の歴史ダイジェスト「婚礼・婚姻」の歴史ダイジェスト

おおおお嫁嫁嫁嫁さんはさんはさんはさんは「「「「縁側縁側縁側縁側」」」」からからからから「「「「おかみおかみおかみおかみ」」」」へへへへ((((諸説諸説諸説諸説ありありありあり))))1111

儀式儀式儀式儀式はははは「「「「座敷座敷座敷座敷」」」」をををを開放開放開放開放しししし、、、、

「「「「なかまなかまなかまなかま」」」」ではではではでは受付受付受付受付とととと御膳御膳御膳御膳のののの準備準備準備準備！！！！

「「「「ダイドコダイドコダイドコダイドコ」」」」ではではではでは「「「「めいばんしめいばんしめいばんしめいばんし」」」」がががが

おおおお手伝手伝手伝手伝いさんたちにいさんたちにいさんたちにいさんたちに料理料理料理料理のののの指示指示指示指示だしだしだしだし
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「「「「おおおお嫁嫁嫁嫁さんはさんはさんはさんは玄関玄関玄関玄関からではなくからではなくからではなくからではなく勝手口勝手口勝手口勝手口からからからから入入入入るるるる」」」」という話が多く聞かれる中、「「「「近親近親近親近親のののの人人人人にににに抱抱抱抱

えられてえられてえられてえられて縁側縁側縁側縁側にににに降降降降りりりり、、、、まずはまずはまずはまずは‘‘‘‘おかみおかみおかみおかみ’’’’にににに行行行行くくくく」」」」という説も同様に聞かれます。その理由が、

「「「「まずはごまずはごまずはごまずはご先祖様先祖様先祖様先祖様((((＝＝＝＝仏壇仏壇仏壇仏壇))))にごにごにごにご挨拶挨拶挨拶挨拶をしをしをしをし、、、、婚礼婚礼婚礼婚礼のののの儀式儀式儀式儀式をををを終終終終ええええ、、、、正式正式正式正式にににに‘‘‘‘家家家家のののの人人人人’’’’になったならばになったならばになったならばになったならば、、、、

改改改改めてめてめてめて勝手口勝手口勝手口勝手口からからからから家家家家にににに入入入入りりりり、、、、‘‘‘‘ごごごご飯飯飯飯をををを作作作作るるるる人人人人’’’’になったというパフォーマンスをするになったというパフォーマンスをするになったというパフォーマンスをするになったというパフォーマンスをする」」」」というも

の。「おかみ」では、ご先祖様への挨拶のあとは「よめごつくり」と呼ばれる美容師さんのよう

な方に、花嫁行列で乱れた身なりを整えてもらい、儀式を待ちます。

「上(奥)座敷」と「下座敷」の２部屋を持つ家では、襖を開け払い、続き間にし

て婚礼の儀式を行います。下座敷に続く「なかま」は、最初は受付などを行います

が、参列者が全て座敷に入った後は、参列者それぞれの前にお出しする御膳の準備

会場に大変身！その時が来たならば、一斉にお持ちできるよう、配膳作業が行われ

ます。料理そのものは、集落内の「めいばんし」等と呼ばれる料理人が指示役とな

り、近隣の女性たちによって作られます。

「「「「御取御取御取御取りりりり持持持持ちちちち役役役役」」」」がががが指示指示指示指示するするするする「「「「御座割御座割御座割御座割」」」」3333
pointpointpointpoint

床床床床のののの間間間間にはにはにはには「「「「床飾床飾床飾床飾りりりり」」」」4444
pointpointpointpoint

▲古式では「盃事」は当事者のみ(花嫁・花婿・媒酌人等)で行いましたが、次第に

崩れ、参列者のいる前で行われるようになっていったようです。

座敷

(でい)

おかみ

なかま

※※※※「「「「床床床床のののの間間間間」」」」がががが向向向向かってかってかってかって右右右右にあるにあるにあるにある場合場合場合場合のののの座割座割座割座割りりりり。。。。

※※※※花嫁側花嫁側花嫁側花嫁側がががが「「「「客位客位客位客位」」」」ではなくではなくではなくではなく「「「「内位内位内位内位」」」」にににに座座座座るパターンもるパターンもるパターンもるパターンも聞聞聞聞かれたかれたかれたかれた。。。。

昭和期の「祝言」における座割り昭和期の「祝言」における座割り昭和期の「祝言」における座割り昭和期の「祝言」における座割り

当市域の婚礼儀式で最も重要な役となるのが「御取御取御取御取りりりり持持持持

ちちちち役役役役(「おどりもち」などと呼ばれる)」。進行役のような

存在ですが、「御座割」と呼ばれる席順の指示も同役が行

います。近年は新郎新婦が正面に座りますが、当時は「「「「内内内内

位位位位」「」「」「」「客位客位客位客位」」」」に分かれ、対面するように座りました。

また、上座には「御諸親様御諸親様御諸親様御諸親様(おもらいさま)」として、客

位にあたる方の諸親(もろおや＝両親)が着座。つまり、嫁

方の家での儀式では婿方の諸親が、婿方の家での儀式では

嫁方の諸親が「御諸親様」になります。

その両脇には「脇諸親様脇諸親様脇諸親様脇諸親様(わきもらいさま)」と呼ばれる

御諸親様に代わって話す父母の兄弟等が着座。

客位の先頭には「肴肴肴肴はさみはさみはさみはさみ」と呼ばれる「御土産」の肴

等を運ぶ役が座り、その次には「媒酌人媒酌人媒酌人媒酌人＝仲人」が座りま

す。当時、仲人は夫婦が勤め、夫が婿方に、妻が嫁方につ

き、それぞれの世話をしたようです。なお「肴はさみ」は

謡曲が謡える人が勤めた、という話も聞かれました。

その隣に花婿・花嫁が対座し、それぞれの隣には「待女待女待女待女

房房房房((((待女郎待女郎待女郎待女郎))))役役役役」「嫁添嫁添嫁添嫁添」が着座。「待女房役」は花婿の姉

や叔母など、婿方の家の勝手を知る人物が勤め、全国的に

は「待女房役」が指示役となって花嫁をエスコートするよ

うですが、当市域ではあまり大きな存在感はなさそうです。

下座敷側には、「御取り持ち役」や本家、「手前諸親様手前諸親様手前諸親様手前諸親様

(てまえもらいさま)＝御諸親様ではない方の諸親」が座り、

その後ろには親類、近隣住民などが参列します。

「しつけ道場」

で練習するという

「床飾り」。写真

は大東町興田の小

山鉄夫さんが昭和

初期に同道場で

習った床飾りを再

現したもの。


